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名古屋大学基金の創設
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※2006.3月基金創設当時のパンフレット
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名古屋大学基金の歴史

基金設立から現在までの変遷

2009年に創立70周年を迎えるに機会を捉え、2006年3月に名古屋大学基金を設立した。
本学の良き伝統を守りつつ、さらに活性化させ、生き生きとした教育・研究環境を作り、21世紀の社
会を支える「勇気ある知識人」を輩出するための安定した基盤整備のため。
集めた基金を使うことなく、ファンドとしてその運用益を大学の各種事業を展開する。

年度等 事 項 担当部署
2006年3月 名古屋大学基金の設置(目標額200億円) 総務部総務課
2007年度 総務部秘書課
2009年度 創立70周年
2010年度 総務部総務課
2011年度 創基140周年
2014年度 総務部広報渉外課
2016年度 目的指定の特定基金設置
2017年8月 Development Officeの設置 Development Office
2019年度 創立80周年
2021年度 創基150周年



名古屋大学基金 寄附受入実績
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Development Officeの立ち上げ①

名古屋大学におけるDevelopment Officeの位置づけ 2020.4.1現在

名古屋大学基金の募金活動の一層の強化を図るため、またファンドレイジングは総長の重要
な職務であると位置づけ、2017年8月に総長直轄の組織として、Development Officeを設置。

総 長

室 長
(基金担当副総長)

外部委員

関係部部長

関係副総長

室 員

Development Office

特定基金担当部局

基金運営委員会
※活動のモニタリング

基金戦略会議
(半期~四半期)

基金推進連絡会

個別打合せ(随時)
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Development Officeの立ち上げ②
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Development Officeの立ち上げ③
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Development Officeの立ち上げ④

基金運営委員会の設置

基金運営委員会
メンバー：外部委員3名、副総長から3名、部局長等から6名

管理部長、財務監

[審議事項]
①基金の予算，決算及び事業計画に関すること
②基金の受入れに関する審査及び決定に関すること
③寄附者への謝意表明に関すること
④資金運用に関すること
⑤基金の管理運用に関すること



-9-

Development Officeの立ち上げ⑤

基金戦略会議の設置

基金戦略会議
メンバー：総長、副総長から7名、DO室2名

[審議事項]
①募金活動に関すること
②寄附者との関係維持に関すること
③ステークホルダーに対する寄附戦略に関すること
④名古屋大学における基金活動の推進に関すること
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Development Officeの立ち上げ⑥

基金推進連絡会の設置

基金推進連絡会
メンバー：基金担当副総長、DO室、

特定基金設置部局責任者、同担当者

[連絡会における情報共有]
①基金本体の受入状況に関すること
②特定基金の受入状況に関すること
③特定基金のファンドレイジングに関すること
④その他
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名古屋大学基金の種類

基金本体･･･ファンドとしてその運用益で各種事業を実施するもの
特定基金･･･目的を指定して各種事業へ寄附の一部を使って実施するもの

基金本体

〇〇支援事業
□□支援事業
◎◎支援事業

基金本体
(国公債等への運用)

〇〇支援事業
□□支援事業
◎◎支援事業

運用益
特定
基金

名古屋大学基金 名古屋大学基金

※特定基金は一部留保の仕組み

特定基金の
各支援事業へ
直接支出

･G30学部留学生奨学金
･海外派遣日本人学生給付金
･下駄の鼻緒奨学金
･ｱｼﾞｱｻﾃﾗｲﾄｷｬﾝﾊﾟｽ給付金
･ホシザキ奨学金
･若手研究者支援事業

基金運用益での
実施事業へ支出



-12-

現在のファンドレイジング戦略①

・キャンペーン期間:2019年4月〜2022年3月(3年間)

・基金累計目標額：200億円

名古屋大学基金 募金キャンペーン

①教育改革と学生支援 次世代を創り出すリーダーの育成

②基礎研究の支援 次のノーベル賞受賞者

③産学共創の推進 学術成果の実世界への展開

④マルチキャンパスの整備

⑤その他

で加速すること

2019年 創立80周年 （1939年 名古屋帝大）

2020年 東海国立大学機構 設立

2021年 創基150周年 （1871年 仮医学校・病院）
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現在のファンドレイジング戦略②

企業向けファンドレイジング

ファンドレイザーチームが主体となり、
企業へのファンドレイジングを実施

①対象とする企業をリストアップ
（寄附実績企業、関係のある企業を随時リストアップ）

②企業あてDMの発送
③企業へのアポ取り
④企業訪問（基金の紹介）
⑤本学へのご寄附
⑥企業への御礼
⑦その後のコミュニケーション
※学内関係部署との連携協力が重要



-14-

現在のファンドレイジング戦略③

個人向けファンドレイジング

Development Officeの個人寄附募集戦略
に基づき、ファンドレイジングを実施

[卒業生等向け]
〇名古屋大学の情報発信にて名大基金を案内(年1回郵送)
〇全学同窓会各支部総会にて名大基金を案内

[在学生向け]
〇各種イベント(キャンパスコンサート、名大レクチャー)時
に名大基金を案内

[在学生保護者向け]
〇入学式記念募金キャンペーン
〇入学式時の各種特定基金からのアプローチ

[一般向け]
〇名古屋大学基金ホームページのリニューアル
〇リユース(古本募金を含む)の実施
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現在のファンドレイジング戦略④

個人向けファンドレイジング(リユース募金)
※2020.6.30から開始
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現在のファンドレイジング戦略⑤

同窓生等名大関係者への寄附呼びかけ（メールマガジン、ホームカミングデイ）

メールマガジンの配信

本学のトピックスを集約し
月1回メール配信

配信先：卒業生名簿システム登録者

ホームカミングデイの開催

本学の今を知っていただくイベントと
して、毎年10月第3土曜日に開催

対象：卒業生、在学生、保護者、一般
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最後に

Begging money is not shame


